
平成２３年度 

第４回 倫理・利益相反委員会 会議記録概要 

 

日 時：  平成２３年７月２５日（月）１５：００～１６：１０ 

場 所：  第３会議室  

出席者： 委員長 富永 祐民 

      委 員 豊嶋 英明、岡村 幹吉、水谷 博之、木曽 啓介、 

鳥羽 研二、鈴木 隆雄、寺西 正美 

欠席者：  委  員 酒井 一、玉腰 暁子、松村 隆雄 

出席委員数/全委員数：  ８人/１１人 

審議事項 

申請課題数： 継続・一部変更申請課題  ３ 件 

       新規申請課題     ４ 件 

              合 計 ７ 件 

その他審議事項は特になし 

 

 

申請課題について 

№1 

受付番号： 414-3 

課 題 名： 実証実験を伴った搭乗型ロボットリスクアセスメントの研究開発  

－職員協力者による病院での予備試験および患者アンケート－ 

申 請 者： 原田 敦 

審議内容： 各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を      

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審 査 結 果：承認 

№2 

受付番号：448-2 

課 題 名：在宅高齢者における低栄養のアセスメント グラウンデッド・セオ 

リー・アプローチによる検討 

申 請 者： 大塚 理加 

審議内容： 各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果： 承認 



 

№3 

受付番号：449-2 

課 題 名：高齢者の食環境と低栄養 －高齢者の「食べる楽しみ」の大切さ 

申 請 者：大塚 理加 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を 

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審 査 結 果：承認 

№4 

受付番号： 524 

課 題 名 ：血管性認知症とアルツハイマー病など変性性認知症との鑑別診断 

および co-morbidity に関する研究 

申 請 者 ：新畑 豊 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審 査 結 果：承認 

№5 

受付番号：525 

課 題 名：日常業務における認知症に関する困りごと調査 

申 請 者：武田 章敬 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を 

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審 査 結 果：承認 

№6 

受付番号：526 

課 題 名：認知症の方や家族が希望する接し方に関する調査 

申 請 者：武田 章敬 

審議内容： 各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審 査 結 果：承認  

№7 

受付番号：527 

課 題 名 ：もの忘れ外来受診中の認知症の方の家族を対象とした認知症の方や 

家族が希望する接し方に関する調査 

申 請 者：武田 章敬 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を 

踏まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審 査 結 果：承認 

 


